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今月のおも怠記事

〉・F

0台風と火災予防……...・ H ・・・（2)

0函努調査にご協力を...・ H ・・・（3)

0母子世僚の医娘貨を

助成します……（4)

0みんなのスポーッ・H ・H ・－－…（8)

08月の健康・・ H ・H ・－－…・…一（9)

昭和55~8月10日発行発行所弱日町役渇！！（07658)3-1100 （〒939・07)昭利32年8月8日第3fl郵便物認司定価25月印刷 高田印刷

の窒＼妻全
朝日町交通対策箇鼠会

~通茶屋（8月 1 日）

55年

夏の交通安全運動 (7月21日～8月20日）の一環とし

て交通安全母の会の協力を得て泊病院前で交通茶屋を行

い、ドライパーに冷たいおしぼりと乳酸飲料を手渡して、

安全運転 （スピードをおとそう・シートベルト をしめよ

う）を呼びかけました。
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ITの よ うす （） 内｛主 総 人口 男 女
8月1日現在 対前月比 19,070(-7) 8,966(+ I) 10.104(-8) 

転入 転出 出生死亡 t量得敏
53 64 16 10 5,004( 0) 
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気象衛星“ひまわり．．から

送られてきた台風の写真

火災予防

－
た
き
火
等
は
水
を
か
け
て
完
全
に
消

火
す
る
。

・
屋
外
で
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
。

－
食
事
の
準
備
は
早
目
に
行
い
、
台
風

通
過
時
に
は
絶
対
火
を
使
用
し
な
い
。

．
建
物
の
補
強
を
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
屋
外
の
電
灯
や
引
込
線
が
切

れ
て
い
な
い
か
、
ど
こ
か
に
触
れ
て

い
な
い
か
点
検
し
て
お
く
。

・
懐
中
電
灯
や
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ

オ
を
準
備
し
て
停
電
に
備
・
え
る
。

・
万
一
に
備
え
て
食
植
、
飲
料
水
、
避

鯵
す
る
と
き
の
服
装
、
は
き
も
の
等

を
準
備
し
て
お
く
。

ま
た
図
圃
等
で
火
を
使
用
す
る
場
合

は
、
事
前
に
消
防
署
へ
届
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

無
届
で
行
わ
な
い
よ
っ
に
し
て
く
だ
さ

な
お
、
夜
間
お
よ
び
風
の
強
い

B
、

壬
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
の
火
の
使
用

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
歌
会
始
め

イノブタ

ぞく誕生

こ
れ
か
ら
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
す
が
、
台
風
の
通
過
時
に
は
当
地
方

特
有
の
フ

ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り
t
T
気
が

乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
ま
す
と
大
火

に
な
り
や
す
い
気
象
条
件
と
な
り
ま
す

の
で
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
台
風
が
近
づ
い
た
・
均
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
等
の
気
象
情
報
に
注
意
し
て
被

害
が
最
小
限
で
止
ま
る
よ
う
次
の
事
項

に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ぞく

お
題
と
一
詠
進
歌
の
応
募
要
領

一
、
お
題

「立日」

（お
と
め
は
か
に
お
ん
、
ね
、
響

き
な
ど
と
詠
ん
で
も
よ
い
）

二
、
応
募
要
領

．
一
人
一
首
で
未
発
表
の
も
の

・
半
紙

（習
字
用
）
に
毛
筆
で
自
害

す
る
。

・
病
気
等
で
白
書
で
き
な
い
場
合
は

代
借
家
も
可
、
そ
の
場
合
は
理
由
を

添
付
す
る
。

・
書
式
は
下
図
を
参
照
の
上
、
職
業

は
な
る
べ
く
具
体
的
に
官
官
く
。

一二
、
応
募
期
間

9
月
l
H
か
ら
叩
月
日
日
ま
で

四
、
郵
便
の
あ
て
先
と
問
い
合
せ
先

T 
JOO 

東
京
都
千
代
田
区
千
代
回

一
番

一
号
A
8内
庁
あ
て

封
筒
に
詠
進
歌
と
書
き
添
え
る
。

（約Mセンチメートル）

戦 鄭
｛更

業 番
号薪

氏ふ、り 3日x 

王手
1) f.主 目

月 ヵε
日； 、

生名な所

｛書式図）

（約33センチメー トル）

2
5
8
 

(2) 

山
崎
の
水
野
作
一
さ
ん
が
昨
年
の
ロ

月
刊
日
に
群
馬
県
北
軽
井
沢
イ
ノ
シ
シ

生
産
組
合
よ
り
イ
ノ
シ
シ
1
匹
を
導
入

し
、
ブ
タ

（メ
ス
）
と
交
配
さ
せ
、
イ

ノ
ブ
タ
を
誕
生
さ
せ
る
計
画
が
、
つ
い

に
か
な
い
、

去
る
6
月
初
日
に
叩
匹
の

か
わ
い
ら
し
い
イ
ノ
ブ
タ
が
誕
生
し
ま

し
た
。
生
ま
れ
た
イ
ノ
ブ
タ
は
、
体
重
川
か

ら
リ
キ
ロ
ぐ
ら
い
で
、
色
は
ク
リ
毛
色

に
黒
め
縦
じ
ま
模
様
、
毎
日
母
豚
の
乳

房
に
む
し
ゃ
ぶ
り
つ
い
て
元
気
そ
の
も

の
で
す
。

ま
た
、
山
崎
の
水
野
消
次
さ
ん
の

ブ
タ

（
メ
ス）

に
も
交
配
さ
せ
て
い

た
と
こ
ろ
去
る

7
月
初
日
に
イ
ノ
ブ

夕
刊
匹
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
い
よ
い
よ
第

一
段
階
が
成
功

し
こ
れ
か
ら
比
較
的
む
ず
か
し
い
と
い

わ
れ
て
い
る
飼
育
の
面

（哨
乳
が
う
ま

く
い
く
か
、

離
乳
が
う
ま
く
い
く
か
な

ど
）
や
そ
の
飼
育
し
た
イ
ノ
プ
タ
を
ど

の
主
つ
な
ル
ー
ト
で
出
荷
販
売
す
る
の

か
、ま
た
、
町
の
観
光
と
ど
の
よ
7
に
し

て
結
び
つ
け
て
い
く
か
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
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年
金
証
書
は

福
祉
年
金
を

受
け
と
っ
た
ら

郵
便
局
窓
口
へ

8
月
は
福
祉
年
金
の
受
給
者
が
、
国

民
年
金
証
書
を
提
出
す
る
月
で
す
。

8
月
日
目
か
ら
、
福
祉
年
金
の
8
月

支
払
期

（
4
月
分
か
ら
7
月
分
ま
で
の

4
ヵ
月
分
）
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

8

月
の
支
払
い
を
受
け
た
ら
、
す
ぐ
年
金

証
書
を
郵
便
局
の
窓
口
へ
お
渡
し
く
だ

さ
い
。（
役
場
か
ら
各
郵
便
局
へ
証
書
の
回

収
を
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。
）

提
出
さ
れ
た
証
書
は
8
月
分
か
ら
翌

年
の
7
月
分
ま
で
の
1
ヵ
年
閉
め
支
払

い
金
額
を
記
入
し
て
再
び
皆
様
に
お
返

し
い
た
し
ま
す
。日の

は
ギ
白

ル

ー

ネ
月
工
9
省

年
金
証
書
の
提
出
が
あ
り
ま
せ
ん
と
、

次
の
日
月
日
自
の
支
払
日
に
、
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

8

月
の
年
金
受
給
を
早
め
に
す
ま
せ
て
年

金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
は
、
受
け
て
い
る
本
人
や

配
偶
者
又
は
扶
養
義
務
者
等
に
一
定
の

額
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た
り
、
福
祉
年

金
以
外
の
年
金
を
受
け
て
い
た
り
す
る

と
、
支
給
安
』
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
と
し
は
、
昭
和
日
年
中
の
所
得
に

よ
っ
て
き
ま
り
ま
す
が
、
年
金
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

提
出
さ
れ
た
国
民
年
金
証
書
に
、

8
月

か
ら
来
年
7
月
ま
で
1
年
間
分
の
支
給

金
額
多
話
回
入
し
お
返
し
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
そ
れ

だ
け
支
払
い
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
早
〈
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
地
区
国
民
年
金
委
員

き
ん
か
、
つ
ぎ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
係
（
宮
3
1
1
1
0
0内

線
却
）
魚
津
社
会
保
険
事
務
所
（
宮
0

7
6
51
M
1
1
4
6
4
）
で
す
。

行楽には、なるべく

パスや電車を使いましょ 7。

泊
高
校

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出

場

隆山パ
ス
ケ
",/ 

ト
男

都都子
、、ー－ーー．，〆

岳よ

本
年
度
の
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

は、

8
月
1
日
よ
り
6
8ま
で
四
国
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

泊
高
校
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
バ
ス
ケ

ッ
ト
部
男
子
日
名
、
山
岳
部
女
子
4
名、

陸
上
部
男
子
l
名
計
同
名
と
、
大
量
に

出
場
し
、
生
徒
職
員
は
も
ち
ろ
ん
P
T

A
も
全
国
大
会
出
場
に
湧
き
た
ち
ま
し

た
。こ
の
う
ち
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
徳
島
市
、

山
岳
は
高
知
県
石
槌
山
系
、
陸
上
は
松

山
市
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
を

め
ざ
し
て
、
連
日
猛
練
習
に
励
ん
で
、

7
月
初
日
（
山
岳
は
幻
日
）
必
勝
を
期

し
て
出
発
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
昨
年
に
引
き
続
い
て

出
場
し
た
山
岳
部
は

5
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

今
月
の
税
金

町
県
民
税

（第
二
期
分
）

・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・司． ・． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
ご協力を国勢調査に

10月ォ臼は、全国一斉に国勢調査ガ行われ

ます。

この調査は、行政の適切思運営に必要な墓

償資料を提供する、極めて重要な調査です。

調査票は、謂査員ガ9月24白から30日の聞

に芭家庭を訪問し、お配りします。

記入済みの謂査票は、 10月4日から5臼ま

での聞にもう一度調査員ガお向いしますので、

そのときお渡しください。

なあ、謂査員ガお伺いする時期に留守だつ

だり、直接調査員に提出するのガお困りの万

は、早めに国勢調査担当係までご連絡くださし1。

お忙しいとは思いますガ、ご協力をお願い

します。

(3) 
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母
子
世
帯
の

医
療
費
助
成

対
象
と
な
る
の
は
、
町
民
税
均
等
割

課
税
以
下
の
満
l
議
か
ら
日
歳
未
満
の

児
童
を
扶
養
す
る
母
子
ま
た
は
父
子
家

庭
で
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
と
き
は
本
人
負
担
額
の
3
分
の
2

を
助
成
し
ま
す
。

①
配
偶
者
と
死
別
し
た
者
で
あ
っ
て

さ報 …・・…… あII{:!初32f正8月8臼 r十
-・ ・・-・・ ;113 婚制l便物~司．．．． ILJ. 

美化パレードガ行われました

現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
有

⑦
離
婚
し
て
現
に
婚
鯛
を
し
て
い
な

い者目。

③
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

者日
。

ぬ
配
偶
者
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
竜

⑤
配
偶
者
が
海
外
に
あ
る
た
め
扶
養

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
竜

⑥
配
偶
者
が
精
神
ま
た
は
身
体
の
障

害
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
労
働

能
力
を
失
っ
て
い
る
有

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
福
祉
係

（
宮
3
1
1
1
0
0内
線
路
）ま
で

H

み
ん
な
の
手
で

き
れ
い
な
町
づ
く
り
を
。

「
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
き
れ
い

な
街
づ
く
り
を
」
と
7
月
刊
日
午
後
町

内
美
化
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
の
美
化
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
7

月
を
川
に
ゴ
ミ
を
姶
て
な
い
運
動
強
化

月
間
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
こ
の
期
間

中
の
行
事
と
し
て
、
河
川
へ
の
ゴ
ミ
捨

て
防
止
、
衛
生
思
想
の
向
上
を
目
的
と

し
て
町
内
美
化
パ
レ
ー
ド
を
行
い
広
〈

町
内
に
P
Rし
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
に
は
保
健
衛
生
協
議

会
、
保
健
衛
生
委
員
地
区
代
表
、
町
連

’A
ロ婦
人
会
、
町
連
合
青
年
団
、
町
職
員

ら
約
印
名
参
加
し

「川
は
と
も
だ
ち
」

「川
を
大
切
に
」
の
横
幕
を
つ
け
た
M

台
の
自
動
車
に
分
乗
し
て
美
し
い
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

軍
人
思
給
の
請
求

恩
給
の
請
求
は
、
権
利
が
発
生
し
て

か
ら
7
年
で
時
効
に
な
り
ま
す
。

本
年
・9
月
初
日
で
時
効
に
な
る
の
は
、

次
の
場
合
で
す
。

l
、
一
般
文
官
に
係
る
未
裁
定
職
務
加

算
年
の
旧
軍
人
等
の
思
給
の
基
礎
在

職
年
へ
の
算
入
に
伴
う
思
給
。

2
、
有
罪
と
な
ら
な
か
っ
た
戦
犯
容
疑

者
の
拘
禁
期
閉
め
通
算
に
伴
、
つ
恩
給

3
、
旧
軍
人
等
の
加
世
界
年
の
金
額
計
算

の
基
礎
在
職
へ
の
算
入
に
伴
う
恩
給
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
庁
、

社
会
情
祉
課
思
給
係
（
宮
0
7
6
4

1
m
H
4
1
1
1内
線
州

・
叩
）
へ

中
日
賞
に
入
賞

長
津
安
次
さ
ん

中
郡
九
県
造
林
コ
ン
ク
ー
ル

第
お
田
中
部
九
県
造
林
コ
ン
ク
ー
ル

（
中
日
新
聞
社
、
中
部
日
本
治
山
治
水

連
盟
主
催

・
林
野
庁
、
富
山
県
等
後
援
）

に
山
崎
の
長
津
安
次
さ
ん
が
私
有
林
の

部
で
中
日
貨
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
対
象
の
山
林
は
蛭
谷
の
相
ノ
又

谷
l
M
の
立
山
杉
林
で
、
um林
し
て
ま

だ
5
年
で
す
が
、
丈
は
3
μ
と
順
調
に

伸
び
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
素
人
で
も
指
導
者
を
得
て

凡
帳
面
に
手
入
れ
参
子
’
れ
ば
、
他
人
の

お
よ
び
も
つ
か
ぬ
美
林
主
厄
れ
る
と
い

う
よ
い
例
で
あ
り
、
林
業
情
勢
の
厳
し

い
時
期
に
、
山
林
所
有
者
に
一
条
の
光

を
与
え
た
と
い
え
ま
す
。

｜昭和55年度｜

婦警
人察
警官
官 B

竺］｜募

警察官 Bl 
昭
和
初
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

お
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
、
た
だ
し
警
窒
B
A受

験
資
裕
者

（学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
〈
除
短
大
〉
の
卒
業
し

た
者
）
を
除
く
。

婦警j
学
歴
不
問
、
昭
和
白
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
泊
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
女
子。

9
月
1
日
側
i
初
日

ω

高 101宙 i
山月｜仇 l
市 26I賦i
立日｜晶 ｜
芝（日） l.,.;I 
閑
中
』ゐ
寸4

校

i問l
I L、l
｜合 l
lせl
｜先 ｜

入
善
警
察
署
（
宮
0
7
6
5
1
η

1
1
1
1
0
）
ま
た
は
、
朝
日
派

出
所

（宮
3
H
0
4
3
0
）
へ

初
心
者
狩
猟
講
習
会

(4) 

狩

猟

免

許

試

験

が
行
わ
れ
ま
す

マ
鴎
習
会

第

一
回

8
月
お

－
M
日
（
土
・
日
）

崎
市
民
会
館
七
O
一
号
室

9
月
幻
・
お
日
（土

・
日）

県
民
会
館
五
O
一
号
室

※
午
前
8
時
却
分
よ
り
受
付

第
二
回

マ
賦
験
日

第

一
回

8
月
白
日
岡

崎
市
民
会
館

9
月
初
日
側

県
民
会
館

※
申
込
み
受
講
日
の
叩
目
前
ま
で
役

場
産
業
課
猟
政
担
当
係
（
宮
3
1
1
1

0
0内
線
狗
）
へ

第
二
回＃日
hu］

懸
賞
募
集

応

募

要

領

O
問

題国
勢
調
査
時
に
お
け
る
富
山
県
の

人
口
は
何
人
で
す
か
。

O
応
募
資
格

県
内
に
在
住
す
る
も
の
に
限
る
。
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泊
駅
に
特
急
列
車
の

停
車
を
実
現
さ
せ
よ
う
。

さ

冨
台
所
の
衛
生
に
十
分
注
意
を

報一…........ーあ

7
月、

8
月
の
暑
い
盛
り
は
、
食
品

の
い
た
み
が
早
く
、
食
中
毒
が
多
く
発

生
し
ま
て

ま
た
、
例
年
7
月

i
m月
に
か
け
て

年
間
発
生
件
殺
の
約
刊
訂
が
起
き
て
い

ま
す
。食
品
の
管
理
と
台
所
の
衛
生
に
は
十

分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

食
申
毒
の
予
防
に
は
、

命
話
②
じ
ん
述

③
加
熱
と
冷
却

こ
の
三
原
則
を
忘
れ
な
い
よ
、
ヲ
に
し

次
の
、
｝
と
が
ら
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
調
理
す
る
人
は
特
に
健
康
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
調
則
一
す
る
前
に
は
必
ず
予
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。

三
、
食
品
は
消
潔
で
信
用
の
あ
る
店

で
新
鮮
な
も
の
を
選
ん
で
買
い

キ
ア
し
ょ
‘
7
。

四、

生
も
の
は
出
来
る
だ
け
避
け
、

煮
た
り
品
明
い
た
り
し
て
食
べ
ま

’しょ
4
主

五
、
食
品
は
5
℃
以
下
で
保
存
し
ま

ー
レ
ト
4
T
「，，。

た
だ
し
冷
蔵
庫
の
過
信
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

・ハ
、
調
理
し
た
食
品
は
出
来
る
だ
け

n十
〈
食
べ
ま
し
ょ
う
。

仁
、
魚
介
矧
は
水
て
よ
く
洗
っ
て
調

理
し
ま
し
ょ
う
。

黒
部
高
等

.~ 

技
能
学
校

訓
練
生
募
集

臓
業
転
換
訓
練
過
稗

問
月
度
入
校
生
募
集

。
入
校
資
格

義
務
教
育
を
修
了
し
た
者
で
あ
れ

ば
、
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

＠
訓
練
中
の
特
典

・
授
業
料
は
不
要

・
雇
用
保
険
受
給
者
に
は
、
訓
練
終

富山総合高等職業訓練校受講生募集
1級及び2級技能I；通信制講座募集要領

級 2 級

I.募集訓練科 機械加工科 機械科

｛士l：料 配1~＇・H等29H

円GTl＇十｝
板金利の4科

2受議f(tf'r l級校能検定受験td将兵 実務純験があればだれ

.x＇ま l年後にその資絡を でも
科らtLiるち

3訓練期間 係修 lヵ年 僚が.lヵ年

（申込（；t随時受付） （申込は随時受付）

4.受講料 8,000円 6,000円

5.特典 修7-fiは l級技能検定学 修了者は 2級校能検定

科試験免除 学科試験免除

なお、詳細については高山総合高等職業訓練校 （高岡市

博労本町4のl宮0766-22-2738）へ

料名 募集
ヨ11 練 f碕 ~· 

定員 期 間

機 械 20人 6ヵ月

電気機器 10 lヵ年 但はし家6電コースヵ月です。

建 築 10 lヵ年

木村工芸 15 1ヵ年

了
す
る
ま
で
雇
用
保
険
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
6
歳
以
上
の
方
で
、
雇
用
保
険
受

給
者
以
外
の
方
に
は
、
訓
練
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

－
訓
練
終
了
の
際
は
、
公
共
職
業
安

定
所
と
協
力
し
て
、
就
職
を
あ
っ

せ
ん
し
ま
す
。

0募集定員・訓練期間O

く
わ
し
い
こ
と
は
、
富
山
県
立
黒
部

高
等
技
能
学
校
（
宮
0
7
6
51
臼
H

0
2
5
1
）へ

O
応
募
方
法

郵
便
ハ
ガ
キ
に
必
ず

「県
人
U
予

想
懸
賞
解
答
」
と
魯
き、

ハ
ガ
キ

l
枚
に
l
点
の
答
と
住
所
、
氏
名

職
業
、

年齢
即
を
記
入
す
る
。

O
応
募
先
富
山
市
新
総
陶
給
l
番
7
号

富
山
県
統
計
情
報
課
内

「
富
山
県
国
勢
調
査
実
施
本
部
懸

賞
募
集
」
係
へ

O
締
め
切
り

叩
月
1
日
附

・
当
日
消
印
布
効

O
発

表ロ
月
末
の
予
定

O
賞

金ピ
タ
リ
賞

（
5
万
円
）
l
名
又
は

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
貨
（
3
万
同
）
l
名

金
賞

（
2
万
円
）
l
名
、
銀
賞
（
l

万
円
）
l
名
、
残
念
賞
（
5
千
円
）

若
干
有

O
ヒ

ン

ト

昭
和
何
年
凶
努
調
食

1

・0
2
9
・6
9
5人

昭
和
印
年
国
勢
調
炎

l

・0
7
0
・7
9
1人

県
民
手
帳
予
約
受
付
中

昭
和
何
年
版
「
富
山
県
民
手
帳
」
の

予
約
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
朝
日
町
役
場
総
務
課
企
画

調
箆
係
（
宮
3
1
1
1
0
0内
線
（
日
）

申
込
締
切
日

9
月
初
日

ω

配
布
予
定
ロ
月
上
旬

(5) 

ハノ－
F
h
J
n
ヨ



・・－－ !Ill to 5 5 証 8 向 I 0 B ．月 ., l毎月 I0自発行｝．．．．．．．

と
こ
ろ
が
不
思
議
な
ニ
と
に
滝
査
の
－

何
物
か
に
魅
せ
ら
れ
た
の
か
七
郎
右
衛
一

門
の
身
体
は
大
蛇
に
変
っ
て
し
ま
い
滝
一

査
の
主
に
な
っ
た
と
い
う
。

骨

七
郎
右
衛
門
の

u一撃
の
報
思
議
が
一

主
催
さ
れ
る
が
、
こ
の
日
は
さ
ま
っ
一

て
雨
風
だ
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
蛇
－

に
な
っ
た
七
郎
右
衛
門
主
を
変
え
て
一

さ

り

す
る
の
か
、

携
の
座
で
は
い
つ
一

も
隅
の
万
に
す
わ
る
と
み
え
て
そ
こ
の－

タ
タ
ミ
は
濡
れ
て
い
る
と
い

1

一

・・・

－

s
’a
’a
’a
’L
 

(53) 

七
郎
右
衛
門
測

。
笹

HI 
0 

表 30 0常

一
と
き
滝
査
に
石
を
役
げ
入
れ
る
と
必
ず

一
雨
が
山
る
護
が
あ
る
。
こ
の
滝
査
は

－
七
郎
布
衛
門
測
と
い

っ
て
笹
川
本
流
の

一
上
流
仁
あ
る
。

一
い
つ
頃
の
ま
部
法
制
派
師
に
七
郎

－
h
h
衛
門
と
い
う
4
引
が
い
れ
’
z
あ
る
日
山

一
仕
事
で
咽
暇
が
か
わ
い
た
の
で
近
く
に

一
あ
勺
た
小
さ
な
滝
山
知
に
お
り
て
水
ル
』
欽

一
ん
だ
。
し
か
し
い
く
ら
水
を
飲
ん
で
も

一
口
の
か
わ
さ
が
止
ま
な
い
の
で
滝
査
に

ひ －さあ

（写
真
は
七
郎
右
衛
門
測
）

幸E.. BBtn32ll 8月8臼 円ー
• 31t tfl便物~司 IL>. 

ハノ
』
F
O
n
U

－t
’a’d
’a
，ava
’ap
a

，、a，aF
、atha
FaF
h
F
aF
aF
3
，、aF
a

，、．zaF

一
美

化

運

動

啓

も

う

作

ロ

∞

よ
く
山
護
り
や
、

散
歩
な
ど
で
川
の

E

上
流
に
い
き
ま
す
。

一
作

文

そ

の

川

の

水

は

ゴ

、

ひ

と

つ

な

〈

て
、
水
が
飲
め
る
の
で
す
。

一

陣

F
F
宮
崎

小
学
校

で
も
村
の
中
へ
く
る
と
、
ど
ぶ
川
に

且

．

守

山

田

な

っ
て
し
本
フ
の
で
す
。

一

d
FR
臨
6
年

そ

れ

を

見

て
い
る
と
家
の
人
が
よ
く

B
a
a－
－
司

、

米

田

真
弓

宮
っ
て
い
た
話
を
思
い
だ
し
ま
す
。

一

川

を

き

れ

い

に

普
は
川
に
た
く
さ
ん
の
小
魚
が
い
て

E

4

；
1

1

川
で
よ
く
茶
わ
ん
を
洗
っ
た
り
し
た
そ

一

私
が
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
川
に
ゴ
ヲ
で
す
。

E

ミ
が
た
ま
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見

か

け

そ

ん

な

話
を
思
い
出
し
た
り
し
て
い

一
手

。

る
と
、

「こ
れ
が
夏
、
み
ん
な
海
水
浴

E

主
な
も
の
は
‘

ビ
ニ
ー
ル

・
生
ゴ
ミ
を
し
に
行
く
場
附
へ
流
れ
て
い
く
の
か

一
な
ど
で
す
。

な
み
ん
な
は
気
持
よ
く
泳
い
で
く
れ

m

訟
は
そ
れ
を
見
て
い
る
と
、

「
い
や
る
だ
ろ
う
か
J

と
、
思
っ
と
、
「
も
フ

釦
だ
な
あ
」
と
か
、
「
大
人
は
、
こ
ん
な
に
少
し
み
ん
な
が
、
川
を
き
れ
い
に
す
る

‘
き
た
な
い
生
一ゴ
ミ
な
ん
か
を
．
キ
気
で
伶
心
を
持
っ
て
い
れ
ば
な
あ
」
と
思
い
ま

一
て
る
の
か
J

と
思
い
ま
す
。

す
。

E

ど
こ
の
人
で
も
、
川
に
ゴ
ミ
を
平
気
私
も
こ
ん
な
こ
と
一言っ

て
い
る
け
れ

一
で
伶
て
る
人
が
い
ま
す
。

ど
も
、
税
も
よ
く
、
ゴ
ミ
を
捻
て
る
と

置

な
る
べ
く
な
ら
川
に
ブ
ミ
を
給
て
る
さ
が
あ
リ
ま
す
ω

一
の
は
や
め
て
は
し
い
も
の
で
す
。

で
も
そ
ん
な
と
き
も
、
き
た
な
い
ゴ

喧

犯
の
家
は
、
山
の
近
く
に
あ
る
の
で

ミ
が
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
な
勺
て
流
れ
て

hi
’’’’’’’’’’’’’’’’’’
e
’
 

一
トノ

一

一・刀

一

一
一
一

一
口
一

一
『八

一

全

一

｛女

一

通

一

六
米

一

＠
ま
ず
ゆ
と
り

車
間
距
離
に
も
こ
こ
ろ
に
も

＠
あ
ぶ
な
い
よ

あ
る
き
な
が
ら
の

会
C

け
っ

＠
安
全
は

家
庭
の
中
か
ら
し
つ
け
か
ら

(6) 
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新
刊
図
書
案
内

ー
朝
日
町
立
中
失
図
・
鎗
H

都

市

へ

の

凪

路

安

部

公

房

夫
と
表
の
た
め
の
左
後
設
計
水
野
接

結
婚
な
ん
か
お
や
め
な
さ
い三
浦

朱

門

医

者

の

な

い

し

ょ

話

志
賀

貢

鼻
は
こ
れ
で
治
せ
る

西

国

達

弘

歯

が

よ

く

な

る

本

河

西

一
秀

数
字
で
見
る
日
本
の
あ
ゆ
み

P
H
P研
究
所
編

さ報…………あ

ご案内相談ごと

政相 談
第 l、3火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川上嘉一（宮 3-0050) 

ム行

日時

場 所

相談員

一
政
の
い
い
海
外
旅
行
の
本

ト
ラ
ベ
ル
セ
ミ
ナ
ー
制

郷
土
資

料

亭

輿

灯

情

人

文

社

日
本
人
名
大
事
血日

7
冊

平

凡

討

エ
ル
ザ
わ
が
愛
ジ
ョ
イ
ア
ダ
ム
ゾ
ン

吉
田
ル
イ
子
の
ア
メ
リ
カ
吉
岡
ル
イ
チ

売

れ

る

藤

原

弘

遠

山

岳

遭

難

の

死

角

出

海

栄

三

結

、

穂

高

速

峰

亙

山

と

渓

谷

飛
鳥
へ
、
そ
し
て
ま
だ
見
ぬ
子
井

村

和

消

芳
村

真
理

金
川
ち
と
せ

家
の
光
協
会

主
婦
の
友
杜

井

上

靖

大

原

富

校

松
本

清
張

夏

樹

静

子

お
し
ゃ
れ
効
果
入
門

木
綿
の
エ
プ
？
／

庭
手
入
れ
全
科

ペ
ッ
ト
を
作
ろ
う

流

抄

上

下

瑚
排
館
影
絵

里
…
革
の
手
帳
上
下

密
室
航
路

ス
タ
l
ウ
オ
｜
ズ
ド
ナ
ル
ド
・F
・グ
ラ
γ
ト

ム人権法律相談

時 8月15日掛

午後 1時～午後4時

朝日町福祉センタ一

人権擁護委員

上回憲二（宮 2-0127) 

荘田祐芳（宮 2-2164) 

草野三郎（宮 2-1034) 

ム心配ごと 相談

時 毎週火曜日

午前10時～午後3時
朝日町福祉センター

（官3ー0756)

日

場 所

相談員

荒

ら

ぶ

る

魂

西

村

山

村

行

兵
幻
魔
大

戦

平

井

和

正

安
は
蒋
の
な
か
で

北
s
以

後

rr

項

羽

と

劉

邦

上

中

司

馬

遼

太

郎

密

の

追

跡

者

亦

必

光

夫

残
酷
に
、
そ
し
て
撃
姥
に
菊
村
到

2 

児

童

書

学
研
ま
ん
が
ひ
み
つ
ン
リ

l
ズ

初

冊

自
由
研
究

（観
察
と
工
作
）

小
学
館

伝
記
入

物

事

典

日

本

制

保

育

社

知
能
を
の
ば
す
ア
イ
デ
ィ
ア
じ
作旺
文
社
6
冊
4
附

作
文
が
じ
ょ
、
つ
ず
に
な
る
本

な
ぞ
な
ぞ
あ
そ
び

や
さ
し
い
て
づ
く
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

て
ぷ
く
ろ
の
お
に
ん
ぎ
ょ
う

主
休
み
な
ん
で
も
ブ
ッ
ク子
供
の
科
学
編

。
図
書
館
か
ら
借
り
た
本
で
迷
本
が
本

棚
の
隅
に

一
冊
で
も
あ
れ
ば
お
返
し
く

だ
さ
い
。

所

日

ム交通事故巡回相談

①日時 第3月曜日

午前10時～午後3時
黒部市中央公民館

第3水曜日

午前10時～午後3時

県魚涼総合庁舎内

魚津地方県民相談室

場

場所

②日時

場所

お
m
切
で
た
と

お
《
や
る

（昭
和
田
年
7
月
日
日
現
在
）

お
す
ニ
や
か
に

（赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

境

水

路

憲

彦
長
女
ま
ど
か

宮

崎

嘉

義

岳

春
長
女
さ
ち
え

笹

川

掘

内

邦

彦

長

女

有

佳

清

水

町

下

津

進

二
女

佳

子

松

涛

町

湾

問

久

夫

長

男

和

問

平

柳

沼

大
野
義
雄

二
女
留
美
子

平

柳

沼

河

内

明

志

長

男

勇

樹

平

柳

沼

菅

井

義

昭

三
男

広

樹

平

柳

沼

柳
下

普

一
長
女
ゆ
っ
き

桜

町

住

吉

一
之

長

男

洋

一

桜

町

山

手

幸

正

長

男

大

法

旭

ケ

丘

大

久

保

義

信

二
男

元
宜

草

野

高

島

弘

己

二

女

美

食

子

高

畠

大

森

憲

平

二
女

礼

子

殿

町

大
石

三
郎

長

男

朋

史

殿

町

大

森

敏

一

長

男

栄

輔

井

の

口

漆

崎

幸
三
長
女
友
美

不

動

堂
水
井
建
松
長
男
健
太
郎

お
し
あ
わ
せ
に

O

境

新

湊

市

O
宮

崎
宮

崎

（結
婚
）

長保義絹

期水穴月賞

島田川JI I 

Jでτァー~ー－ t 下 殿細花 月月 酉
E 司.-.”‘r I .• 通園 T 山 坊 二 段亘 － ·；－~i·...聖・l’冨 f 浦
でL一三一一二二二二二一一三 ？新町野 房 山山町

朝日町善意銀行 ！
十吉出中永七 吉 i準高 大

社会福祉のた拘にと、次の方々から ＋

善意の預託がありました。 ？野
I>富山県移動商業組合より l万円 十繁 敏久盟 繁 ツあ

I> JI I端すいさんより玉入れ競技用お子 ！ 次雄訟 壬 松ヤや主管

玉36個 t 67 51元凶元7457元？！s 

O
本

町

日
川

山

…

一

O
東

草

野

山

形

県

O
松

涛

町

岐

阜

県

O
小

在

池

羽

入

O
殿

町
蛭

谷お

く

や

み

子則子明

長稲長七足松本寺名越

崎荷 i傘 j蒙立回間崎経坂

隆

一

淳

子

悦

夫

幸

子
茂

典

由
紀
子

英

次
規

子進美

日L
死

回平

ち乙

口村口深井岡

( 7) 
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H

朝
日
町
か
ら
も

代
表
選
手
に
H

第

四
北
信
越
国
民
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

さ

8
3
m
1
1
4
 

J

J
l
Mハ
｝
午
前
9
時

8
月
引
日
旧
」

朝

日

町

民

総

合
体
育
館

県
立
泊
高
等
学
校
体
育
館

報一一一一一一ーあ

い
よ
い
よ
第

一
回
北
信
越
国
民
体
育

大
会
が
富
山
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
朝
日
町
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
践
校
が
総
合
体
育
館
・

泊
高
絞
め
2

会
場
で
成
年
女
子

・
少
年
男
子

・
少
年

女
子
各
5
チ
ー
ム

（各
県
代
表
）
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
米

る
国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

今
大
会
に
は
、
地
元
朝
日
町
か
ら
も

県
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
す
の
で
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
岐
か
い
ご
声
般
を

お
断
し
ま
す
。

昭如32£1'8月8臼 一一 r十’(I; 3樋航便物U可 ILJ. 

第
幻
困

下
新
川
郡
民
体
育
大
会

〈
朝
日
町
関
係
の
成
績
〉

一
般
の
部

。
野

球

市
新
日
町
中
央
農
協

O
サ
ッ
カ
ー

①
臼
馬
ク
ラ
ブ

所
潔
朝
日
ク
ラ
ブ

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

一
般

男
前
瀬
日
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会

一
般

方
⑦
白
馬
ク
ラ
ブ

婦

人

爪
活
婦
人
ク
ラ
ブ

②
さ
っ
き
会

。
剣

道

仇
瀦
朝
日
町
武
道
協
会
剣
道
部

。
卓

球

一
般

企
①

ト古
2

恵
平
②
森
野
恵
子

サ
l
Fア
ィ
爪
涯
回
正
秋

m野
田
広
宜

婦

人

①
竹
谷
美
智
子

。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

成
年
男
働
①
梅
沢
義
弘

壮
年
男
幽
例
議
山
三
明

一
般
女
矧
①
山
崎
由
香
里

壮
年
男
鰯
②
本
村
朝
男
、
竹
中
子
虎

一
般
女
鯛
①
山
崎
由
香
里、

周
谷智
美

②
高
島
美
容
、
西
島乃
里
子

家
婦
人
側
②
高
木
美
伎
子
、
道
用消
美

。
軟
式
庭
球

一
般
女
側
①
笹
川
則
子、

中
川
好
絞

O
庭

球

一
般
男
倒
爪
葦
野
久
昭
②
深
松
正
春

中
学
校
の
部

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
①
泊
中

。
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

男

平

φ
小
川
中

女

子
②
泊
中

。

野

球

男

平
A
W泊
中

。
サ
ッ
カ
ー

男

子
①
泊
中

。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
四
①
泊
中

女

子

制

φ
小
縦
浩
美
、
南
部
昌
子

。
体

操
男

子

四
②
泊
中

。

剣

道

男

子

四
②
泊
中

男

子

柵
②
辻
直
樹

女

子

個
②
徳
田
智
恵

。
陸
上
続
校

マ
中
学
男
子

百

m
①
骨
谷

司（
泊
）

4
百
m
リ
レ

l
③
泊
中

8
百

m
③
森
岡
秀
就
（小
川
）

百
m
m
H③
水
野
文
雄
（小
川
）

走
幅
跳
②
森
野
繁
樹
（小
川
）

③
河
端
貴
之
（小
川
）

走
高
跳
②
小
綴
貞
文
（小
川
）

砲
丸
投
②
折
谷
尚
彦
（泊
）

4
百
m
リ
レ

l
③
泊
中

マ
中
学
女
子

百

m
①
川
上
晶
子（
小
川
）

2
百

m
③
松
岡
実
佳（
泊
）

走
幅
跳
①
川
上
晶
子
（小
川
）

走
高
跳
②
西
烏
さ
ゆ
み
（泊
）

砲

丸

投
②
坂
本
明
美
（小
川
）

4
百
m
リ
レ
｜
③
泊
中

。
水
泳
続
技

マ
中
学
男
チ

百

m自
由
形
①
川
原
光
雄

百

m
平
泳

m茎
崎
正
直
（
小
川
）

マ
中
学
女
子

③
水

野

哲
（

小

川

）

百

m
自
由
形
①
松
原
裕
恵
（小
川
）

百
m
背
泳
①
川
原
光
雄
（

小

川

）

＠

北

山
貴
美
子
（小
川
）

②
吉
田
光
男
（

小

川

）

百

m
平
泳
市
妄
崎
保
寿
（小
川
）

2
百

m
背
泳
②
吉
田
光
男
（小
川
）

2
百

m平
泳
③
長
崎
保
寿
（
小
川
）

4
百

m
リ
レ
ー
②
小
川
中

4
百

m
リ
レ

l
①
小
川
中

嘗－
am－－
a
－－a
－－am－－a
－－am－－A
，．A
V
・A・－－mus
・痢W・A・－am－－A
USA
－－Aw－－mw－A
w－－mw－－mw－Awz－m－－Aw－－mw－－m－－am－sa
－－am－－a
w－－m－－
－mu－－m

。

泊

二

区

7
月
お
日
i

児
輩
覇
問
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

8
月
3
日
1

8月
日
日
走
ろ
う
会

。

泊

一

区

8
月
日
日
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル大
会

。
大

家

座

8
月
3
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

8
月
日
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

8
月
日
日
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

ム
E

O
山

崎
8
月
日
日
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
大
会

H

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

。

南

保

8
月
山
日
走
ろ
う
会

8
月
日
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

H

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

。

五

箇

庄

8
月
日
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

。

泊

三

区

8
月
日
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

－τ
色
τ
。
τ
9
1’9
zam事
色
事
。
τ
＆
z
E
τ
b
z

‘τゐ
τ
＆
15τ
＆
矛
企
房
也
事
。
τ

‘τa
z
E
τ

‘τ＆
15τ
も

τ
也
事喝

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
校

…

目

「卓
球
」

・
8
月
目
白（
木
）

叫

師

世
界
選
手
権
大
会
l
位

午
後
l
時
却
ハ
刀
1
4
時
羽
分

相

長
谷
川
信
彦

・
朝
日
町
民
総
合
体
育
館

骨

用協

行

体8

事

(8) 

。

笹

川

8
月
1
日
1

8
月
日
日

。宮

ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

崎

8 
月
ピ6
｜ 日
チ・

ソ ノ｛ 8 
フ レ 月
ト！？
ポポ日
I I 
lレ Jl〆
大大
A A 
ヱエ :z:; 

8
月
日
目

。
町8
月
3
日
町
民
庭
際
大
会

8
月
げ
日
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

8
月
M
日・

8
月
お
日

高
桜
杯
争
奪
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
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睡
眠
は
頗
や
体
を
休
め
る
と
向
時
に

成
長
や
健
康
の
維
持

・
精
進
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
ホ
ル
モ
ン
や
タ
ン
パ
ク
質

を
作
る
の
を
活
発
に
す
る
働
き
が
あ
り

8月の

健康

~ 

眠

り

と

健

康

「人
生
の
三
分
の

一
は
布
団
の
中
」

と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
代
社
会
は
だ
ん
だ
ん

快
眠
を
許
さ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
世

の
中
は
夜
も
休
み
な
く
活
動
し
、
家
庭

に
お
い
て
は
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
の
深
佼

紋
送
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
、

高
校
生
は
受
験
勉
強
で
徹
夜
の
注
統
と

い
っ
た
具
合
で
す
。

r

さ
ら
に
、
現
代
は
結
神
的
ス
ト
レ
ス

つ
の
多
い
社
会
で
す
。
精
神
的
彼
労
が
激

し
く
、
う
？
り
う
つ
ら
し
か
眠
れ
な
い

状
態
が
続
き
、
睡
眠
時
間
が
対
い
と
な

る
と
、
絶
、
忍
す

か寝
不
足
感
”
を
他
〈

4
つ
に
な
り
ま
す
。

頭
の
眠
り
と
体
の
眠
り

♂魁i
三5ヨ量F

ま
す
。
眠
り
に
は
町
脳
が
活
動
を
停
止
し
て

完
全
に
休
息
し
て
い
る

コ胡
の
眠
り
」

H

「深
い
服
リ
」
と
、
体
は
脱
力
状
態

で
蹴
っ
て
い
て
も
脳
が
活
動
し
て
い
る

「体
の
服
り
」
1
「浅
い
眠
り
」
の
二
Mm

知
が
あ
り
、

「
体
の
服
リ
」
は
明
け
万

か
ら
午
前
山
，
に
多
く
、

「頒
の
服
り
」

は
タ
万
か
ら
真
夜
中
に
多
く
で
て
き
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
午
後
叩
時
前
に
寝

た
方
が

「舶
の
限
り
」
が
よ
く
と
れ
て

体
の
疲
れ
が
と
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

快
眠
の
コ
ツ

服
リ
は
健
康
の
応
。
よ
り
多
く
限
れ

る

4
7に
ち
ょ
っ
と
工
夫
し
て
み
ま
し

ト。‘「，
，。

O
眠
り
を
妨
げ
て
い
る
も
の
を
取
り
除

き
ま
し
ょ
う
。

マ
ク
ラ
や
ふ
と
ん
の

か
た
さ
は
ど
っ
で
し
ょ
、7
。

O
午
後
に
縫
い
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
食
事
は
限
る
三
i
四
時
間
前
に
と
り

ま
し
ょ
う
。

年令階級~Jにみた 0 
総合判定の結果 日
（%） 益

金俸口53年度 図54年度 思
I 29.2 I 40.3 I 30.5 I崖

i ｛~ 

~2ね対決：~（§ミヨ除、通~~~€
Z9・以下

I 48 1 I 36. 5 i 15. 41長

総災対応ぶ~1：~ガ
30～39. 

I 41. 8 I 38. 5 I 19. 7 I A 

¥. I '- ！でこり以人 ιし口こ I曾
応対~）~~x~~~~ あれ 、下 L 要疋 ｜ れえ

るら自のガ観こんはて

40ヨヂ1 41. 2 1 2s. 3 ！。安宅差雪書店会一＝
！ 達は層｜まのよ血漉
の健でしいる苓倹
日康も疋わもの宣
常と 30もゅ の異で
重患~＇，＇ の るで常
つ以の 1 あ者 コ
ガて上 、半るガレ
霊 いも 29健 。滅 ス
要るあ歳 l葉 少テ

？を

陸軍
日
－

M
年
度
の

循
環
器
健
康

診
断
か
ら
⑦

横－
~次

総
合
判
定

ニ
団
体
に
優
良
保
健

衛

生

活

動

表

彰

管
内
保
健
衛
生
大
会

7
月
幻
日
、
入
後
口
町
役
場
で
間
僻
さ

れ
た
第
げ
回
黒
部
保
健
所
管
内
保
健
衛

生
大
会
て
、
永
年
池
山
城
の
保
健
衛
牛
の

向
上
に
功
績
の
あ
っ
た
間
人

・
団
体
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
朝
日
町
か
ら
は
次
の

2
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

蛭
谷
地
区
食
生
活
改
善
推
進

50・以』二

I 17.ol 41.s I 41.4 I 

い~~留iOO 婆観察 署童精僕

協
議
会
（松
原
ス
ミ
代
表
）

昭
和
刊
年
以
米
、
食
生
活
改
善
推
進

民
の
自
主
的
な
学
賢
治
動
を
法
礎
に
、

地
区
の
食
生
活
改
善
の
推
進
に
努
め
、

更
に
、
朝
日
町
食
生
活
改
善
推
進
陥

議
会
の

一
員
と
し
て
、
町
や
県
の
巡

回
栄
養
指
導
事
業
に
機
極
的
に
協
力

す
る
な
ど
食
生
活
改
善
運
動
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。

山
崎
青
年
団
（仙
名
堅
一
団
長
）

昭
和
心
以
来
、
毎
年
郷
土
の
観
光
地

朝
日
，缶
周
辺
の
美
化
奉
仕
登
山
を
実

地
し
て
、
清
掃
・
美
化
啓
業
活
動
に

取
り
組
み
成
田
木
を
あ
げ
て
い
る
。

健
康
な
か
ら
だ
っ

く
り
は
、
よ
い
食
習

導

慣
か
ら

・

指

Eの
ム
門
所
を
あ

養

ず
か
る
主
婦
に
、
家

栄
旅
の
襲
名
手

回

る
料
理
の
窓
側
と
知

巡

事
与
に
つ
け
て
も

で

ら
お
う
と
、
こ
と
し

場

も
付
会
場
で
巡
回
栄

A
S
A

養
指
噂
を
実
地
し
て

1

7
 

が

い
ま
す
。

一

「栄
養
の
，ハ
ラ
ン

L

ス
」、
「う
す
味
」
を

テ
ー
マ
に、

食
生
活
改
善
推
進
員
が
指

場
補
助
員
あ
る
い
は
指
噂
員
に
な
っ
て
、

働
く
婦
人
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
日

叫
日
歩
、
中
心
に
巡
回
し
て
い
ま
す
。

巡
回
日
ね
は
、
毎
月
の
本
誌
「
み
ん

な
の
保
健
」
欄
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〈写
真
は
巡
回
栄
餐
指
場
風
a
m〉

健康づくりは台所から

(9) 
2
6
1
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みんなの保健｜ 9月の事業案内

午後
i:oo～ 3:00 
午前
9:00～10:00 

午前
io:oo～l i:oo 
午後
i:oo～ 2:00 
午後
1:00～ 2:00 

考イ庸区I也象対場A 
~ 

帥
可
，
，；
 
”r
’
 

時日（B猛）者象対業市
中

「日常生活の心得J
母子手帳持参

区I也全保健センター26 R 崎妊子 学 級母

II II 

” 25 R 55年 6月生3ヵ月児健診
母

子
1,500円検査料II 

院
科

病
形外
泊
整

25 R II ーコ
t
E一
回目し

A
P

l
i
－
－
L

！
 

脱

一月一カ

節

一－FO
 

関

一愈

股
検
一
1
健

保

母子手帳持参II 保健センター24 @ 54 if 3月生

3月52年生
4月

健

II II II 18 R 3歳 児 健 診

検査料
婦人
乳房

3区泊 l区、
午後

1:30- 2:30 

29⑪ 
900円
950円

保健センター者望希婦人・乳房検診
区

希望

（帰
区I也全II 健康体操教室

16 R 

結
緩
・
成
人
病
予
防

2 泊

午前

9:30～1 1 :30 

30 R 

2 R 者

人〉

区I也全福祉センター
午後
5:00～ 7:00 10 @ 者」ゐ”シ米受結核住民倹診

食
生
活
改
善

町本
午後

1:30～ 3:30 

21 R 
保健センター人婦巡回栄養指導

上 ・中・下道下28⑪ 

栄養相談日にみそi十
の塩分測定実施

（牛乳ビンに l本持
参）

午後

1 :oo～ 3:00 

II@ 

17 @ 

妊婦・乳幼児

子ー以謀長64 一般健康相談

母子健康相談
定
期
健
康
相
談

区I也全保健センター

5 R 土．歳以65 老人健康相談

8⑪ 
肥満・糖尿病
高血圧症等

談相栄養

献
日 血
赤功
カ、
労

勺 者
表 九
彰氏
状に

七
月
三
十
一
日
、
富
山
県
民
会
館
で

開
催
さ
れ
た
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

富
山
県
大
会
で
、
過
去
叩
回
以
上
「
献

血
」
に
協
力
さ
れ
た
次
の
方
々
に
対
し
、

日
本
赤
十
字
社
か
ら
、
献
血
功
労
者
と

し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
「献
血
」
は
山
私
た
ち
の
命
を
守
る
大

切
な
仕
事
で
す
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

方
々
に
深
〈
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
あ

わ
せ
て
町
民
各
位
の
献
血
事
業
に
対
す

す
る

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
功
労
表
彰
者

金
魚
持
別
社
員
章

（初
回
）

嘉
義
岳
春
（
宮
崎
）
、
清
水
順
一
（
泊

一
区
）

銀
色
持
別
特
質
事
阜
（
叩
回
）

水
島
司
、
高
温
六
男
、
（
以
上
泊
二
区
）
、

村
悶
消
、
河
村
成
子
、
平
野
清
彦
（
以

上
泊
三
区
）、
本
国
斉
、
草
原
庄

二
以

・！上
愛げ
の！
献；
血j
・！

協
力
者
芳
名

1
6
月
実
施
分

i

境
地
区

水
島
勇
二
、
島
勝
治
、
水
島

寿
賀
子

宮
崎
地
区
宵
島
和
彦
、
岡
本
信
子
、

岡
本
直
美

笹
川
地
区

竹
内
秀
孝

泊
一
区

古
沢
弘
志
、
土
居
勝
彦
、
湯

島
智
恵

泊
二
区

岡
本
美
晴
、
舟
川
良
子
、
真

岩
好
美
、
山
崎
和
人
、
米
国
尚
美
、

尾
山
幸
郎
、
古
市
三
郎
、
山
田
登
喜

男
、
梅
沢
登

泊
三
区

平
野
清
彦
、
平
坂
康
子
、
竹

中
千
虎
、
佐
渡
秀
勝
、
戸
川
達
留
、

大
和
博
、
僑
本
多
美
恵
、
舘
大
地
、

河
村
美
智
子
、
荒
木
浩

五
箇
庄
地
区

沢
田
桂
子
、
山
手
靖
夫
、

吉
江
守
県
、
佐
渡
晴
美
、
山
手
妙
子
、

南
保
地
区

字
国
由
加
里
、

佃
恵
志
、

竹
内
美
沙
子

山
崎
地
区

古
市
進
、
久
我
ロ
富
夫

大
濠
庄
地
区

畠
中
繁
信、

林
惟
夫
、

山

崎

剛

、

中

島

敏

（

必

名

）

＊
＊
＊
＊
$
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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(10) 1 (18) 負傷者）
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。者死

9月の休日救急診療当番医
7日（日） 辻 医 院 宮 2-1285

14日（日） ｛努 東 医 院 宮 3-0504

15日（＋兄） 松 倉 医 院 ft2-0051 

21日（日） 丸 Jll 病 院 宮 3-3391

23日（祝） 尊 軒 病 院 宮 2-1135

28日（日） 伊 東 医 院 宮 3-0504

1 （本年累計数件7月の町内交通事故


